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• 名取地区における技術支援の実例
• 今回の排水被災から学ぶもの
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3月11日地震，津波発生

名取地区

⑤浦崎排水機場

④藤曽根排水機場

③相の釜排水機場

②寺野排水機場

①閖上排水機場

18日の湛水域

排水ポンプは動かない
排水樋門は閉じてしまった
2枚のマイターゲートのみが有効
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①閖上排水機場
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②寺野排水機場

排水樋門

排水機場
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③相の釜排水機場

国土地理院３月１３日撮影
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④藤曽根排水機場

国土地理院３月１３日撮影

宮城県土木部３月１
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3月16日～緊急排水ポンプ投入

①閖排水機場 ②寺野排水機場
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③相の釜排水機場 ④藤曽根排水機場

ゴミのためポンプ投入できず
マイターゲートで自然排水
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3月18日県土木部寺野水路の部分破壊を要請



②寺野排水機場

排水樋門

排水機場

この部分は津波による自然越流部であっ
たが，18日にはこの状況は把握できず
ここを破壊すれば満潮時には逆流する

国土地理院３月１３日撮影

緊急ポンプ排水
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3月18,19日農村工学研究所現地調査

調査の概要

• 18日（宮城県と調査）
– 改良区から湛水域は2,200haとヒアリング
– 湛水深，緊急ポンプの容量から，湛水が引くために必要
な時間を約30日と推定し，宮城県，農政局に報告

• 19日（農政局と調査）
– 改良区から湛水が引くのに必要な時間は約1週間とヒアリ
ング；排水樋門の早期修復を希望

• 19日夕刻（農政局と共同）
– 土木部と打ち合わせ：土木部は湛水が引くために必要な
時間を約30日と推定

– 土木部に意思疎通のための資料提供を依頼
– 農政局は，寺野排水樋門の修復に責任を持つことを確認

土木部：部分破
壊を希望

改良区１：埋め
戻しを希望

改良区２：撤去
を希望

緊急排水ポンプを投入
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3月20～22日農政局による調整と排水対策



調整と対策の結果

• 20日（農政局の活動，農村工学研究所は定川地区調査）

– 改良区と話し合いを行い樋門の修復と水路側壁の部分
破壊の2方向で対策を検討することに

• 21～22日
– 排水樋門が修復し，自然排水が可能になる

排水ポンプをいったん引き
上げて，撤去を計画

土木部部分
破壊を希望
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東北三県の定低湿地

• 東北三県（特に，宮城，福島県）には，大河川沿
いと沿岸域に低湿地があり，歴史的に，農地開
発が進められてきた．

• 今回の津浪被害では，陸地が海（水域）に戻っ
たり，湿地に戻った場合があった．

• 湛水の原因は（堤防の決壊，排水機場と排水樋
門の破壊，津浪の水の遡上，地盤沈下）である．

• 特に人口が多く人的被害が多かった仙台湾では，
湛水域では遺体捜索ができないため，復旧に着
手できない問題が発生した．
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仙台湾周辺の排水の特徴と課題

• 海岸沿いに運河があり，海岸堤防の被災の
影響が排水に直接影響することは少なかっ
た（例外：定川大曲）．

• 排水機場の故障は，緊急排水ポンプで代用
されたが，容量が小さく，排水に数週間か
かった．

• 排水機能が十分に回復しないため，上流の
被災していない用水路に十分に水を供給でき
ない状態にある．
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① 荒浜海岸
② 荒浜排水機場

④ 牛橋排水機場

⑤菜の花踏切

18日の湛水域

亘理地区

③ 鐙川排水樋門
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①荒浜海岸
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②荒浜排水機場③鐙川防潮樋門

写真3月13日：国土地理院

③鐙川防潮樋門

②荒浜排水機場
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排水路の状況
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名取地区

⑤浦崎排水機場

④藤曽根排水機場

③相の釜排水機場

②寺野排水機場

①閖上排水機場

18日の湛水域
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藤曽根排水機場

マイターゲートで排水
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相の釜排水機場
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定川地区

①赤井排水機場
②柳の目排水機場

④柳の目第2排水機場 ③大曲排水機場

⑤下街道排水機場
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3月20日の湛水域
破堤

4月6日修復
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国営大曲排水機場
跡

県営大曲第2排水機
場

破堤部分と流亡した
橋場

大曲排水機場
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被災の特徴と対策
• 緊急対策

• 堤防が破損せず排水機場は破壊している場合には，緊
急用排水ポンプを活用した

• 干潮時の自然排水が可能な場合にはゲートを開放する
か，ゲートが壊れている場合には，開放状態に設定した

• 今後の教訓
– マイターゲートなどフラップゲートが津浪に強い
– 排水機場のガラス窓は，被害を拡大するので対策をすべ
き

– 牛橋排水機場では，3階に避難して，助かった人がいる．
排水機場は津浪シエルターの機能も考えるべき
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